
学習成果 

1-1. 社会における歯科衛生士の役割と責任を自覚し、向上心を持って能動的に行動できる。

1-2. 計画的かつオンデマンドな口腔保健活動が実践できる。

2. どのような状況下でも誰とでもコミュニケーションがとれ、ひとの立場に立って考えることができる。

3-1.チーム医療の一員として専門的役割を担うとともに、リーダーシップを発揮することができる。

3-2. 指導者としての自覚を持ち次世代の歯科衛生士を教育・指導することができる。

4. 常に科学的探究心を持ち、新たな課題とその対応法を見出すことができる。
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